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新型コロナウイルスに対する新年度の対応についてver.6

本日の朝刊各紙などで報道の通り、京都府と京都市は緊急事態宣言地域と同等の対応が必要との危機感を、西脇知事と門川市長が表明しました。西脇知事は「感染拡大防止の行動をしてもらうという意味では非常事態宣言地域と同等」とも述べています。また要請のポイントには、10人以上が集まる集会やイベントへの参加自粛という内容も含まれています。
この最新の状況は、昨日の連盟ver.5を発出した時点と大きく風向きが変わったと認識することが妥当と考えます。
加盟園におかれましても、この事を充分に受け止めた柔軟な対応を再検討いただきますよう、お願いいたします。

◆入園式などを行う場合は、感染防止に最大限の対策を講じたうえで実施するようにしてください。

◆現時点では保育所は閉めてはいませんが、保育所にも家庭保育への協力要請は出されています。
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◆新2号を預かる場合も現状況を説明して、家庭保育への協力を要請することは非常に重要です。

◆小学校は週に1回程度、2時間の登校日を設けますが、これは授業が週に1回再開されるという意味ではなくあくまでも健康管や課題確認が目的です。つまり学校がこれを実施するからと言って幼稚園が同じようにする必要はありません。あくまでも各幼稚園の判断で決定してください。

◆預かり保育などで昼食を伴う場合は、特に注意が必要です。子ども同士で食事をすることはリスク
相当高い場面なので、３つ密の排除の工夫が必要です。

◆バスの運行はVER.5の時点よりもかなり慎重に判断をするべきと考えるのが妥当です。

◆現時点の方針に固執せず、新しい事実が明らかになった場合は方針を根本的に変更する柔軟性が非常に重要です。わずか一日で状況は大きく変化するのが現実です。
